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３月
定例会

明るい未来に向かって （富岡幼稚園入園式/三春校）

❷新たな議員でスタートします！　議員の紹介

❻平成24年度一般会計当初予算　70億4,683万円で復興元年が始まる

❽【一般会計　質疑】 生かせ提言！

14【ズバリ町政を問う】 ５議員が質問

22【全員協議会】 除染モデル実証事業と町災害対策業務の執行状況



スタートします！スタートします！
◆ 

議
員
の
紹
介 

◆
任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
選
挙
が
去
る
３
月
25
日
に
行
な
わ
れ
、
14
人

の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
今
後
の
抱
負
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

遠藤　一善
（えんどう　かずよし）

３
番
議
員 

当
選
１
回
・
51
歳

　

震
災
か
ら
一
年
が
過
ぎ
て
も
富
岡
町

そ
し
て
町
民
の
進
む
先
が
見
え
ず
、
町

民
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私

は
、
町
民
と
行
政
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、

住
民
の
生
の
声
が
町
づ
く
り
に
反
映
で

き
る
よ
う
実
践
し
て
い
き
、
古
里
と
み

お
か
の
再
生
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山本　育男
（やまもと　いくお）

１
番
議
員 

当
選
４
回
・
53
歳

　

復
興
の
主
役
は
、「
町
」で
は
な
く
、

「
人
」で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
の「
決
断
」

が
重
要
と
考
え
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
追
求
し
、
こ
の
困
難
を
発
展
に
変

え
、
希
望
を
持
っ
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
努
力
し
、
決
し
て
風
化
を
さ
せ
な
い

よ
う
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

早川　恒久
（はやかわ　つねひさ）

２
番
議
員 

当
選
１
回
・
43
歳

　

町
民
が
今
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
で

生
活
し
て
い
る
か
を
把
握
し
、
意
見
を

聞
き
入
れ
る
こ
と
を
第
一
と
い
た
し
ま

す
。
そ
し
て
、
問
題
を
抽
出
し
て
議
会

に
発
信
し
、
正
確
か
つ
、
迅
速
に
情
報

を
町
民
に
伝
え
る
こ
と
を
役
目
と
い
た

し
ま
す
。
更
に
、
町
民
、
議
会
、
行
政

を
団
結
さ
せ
、
国
と
東
京
電
力
に
強
く

要
望
し
ま
す
。

安藤　正純
（あんどう　せいじゅん）

４
番
議
員 

当
選
１
回
・
57
歳

　

選
挙
期
間
中
訴
え
て
き
た
東
京
電
力

に
対
す
る
全
面
的
な
損
害
賠
償
請
求
と

除
染
後
の
住
民
帰
還
の
条
件
に
つ
い
て
、

常
に
住
民
側
に
立
ち
何
が
ベ
ス
ト
な
の

か
を
良
く
考
え
て
行
動
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
行
政
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
議
会
の
傍
聴
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

渡辺　光夫
（わたなべ　みつお）

６
番
議
員 

当
選
１
回
・
64
歳

　

富
岡
町
の
皆
さ
ま
の
思
い
を
、
町
議
会

を
通
じ
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
肝

に
命
じ
、
町
議
会
議
員
活
動
に
専
念
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
町
議
会
議
員
が
心

を
一
つ
に
富
岡
町
の
再
生
を
目
指
し
、

地
方
公
務
員
の
一
員
と
し
て
そ
の
名
を

汚
さ
ぬ
よ
う
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
全

力
で
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宇佐神幸一
（うさがみ　こういち）

５
番
議
員 

当
選
１
回
・
57
歳

　

一
日
も
早
く
町
民
が
新
し
い
生
活
基

盤
を
築
き
、
自
立
に
向
け
、
町
政
と
共

に
議
会
運
営
を
進
め
、
公
平
な
る
補
償

と
平
等
で
差
別
な
く
町
政
や
国
政
に
言

い
続
け
ま
す
。
町
民
の
代
弁
者
で
あ
り
、

町
政
の
広
報
活
動
の
先
駆
け
と
し
て
町

民
に
一
歩
一
歩
光
が
見
え
、
先
の
考
え

が
生
ま
れ
る
ま
で
議
員
と
し
て
活
動
し

ま
す
。

2とみおか議会だより 170号
平成24年４月23日



新たな議員で新たな議員で

渡辺　英博
（わたなべ　ひでひろ）

７
番
議
員 

当
選
４
回
・
62
歳

一
．
町
民
の
生
活
再
建
に
向
け
て
、

精
神
的
損
害
、
財
物
等
の
賠
償

を
し
っ
か
り
行
な
う
事
。

二
．
除
染
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
雇
用
も

含
め
て
一
人
で
も
多
く
の
町
民

が
安
心
し
て
帰
還
を
選
択
で
き

る
様
な
環
境
整
備
を
行
な
う
事
。

以
上
二
項
目
に
つ
い
て
全
力
で
頑
張

り
ま
す
。

高橋　　実
（たかはし　みのる）

10
番
議
員 

当
選
５
回
・
54
歳

　

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
や
地
震
津

波
災
害
の
現
状
を
子
ど
も
や
孫
の
世
代

に
残
さ
な
い
よ
う
、
上
下
水
道
・
公
共

施
設
・
医
療
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行

な
う
と
と
も
に
雇
用
の
場
を
設
け
、
安

心
し
て
帰
れ
る
町
、
帰
り
た
い
と
思
え

る
町
づ
く
り
を
行
な
い
、
復
興
を
成
し

遂
げ
た
い
!!
こ
れ
を
私
の
生
涯
の
仕
事

と
心
に
決
め
ま
し
た
。

高野　　泰
（たかの　やすし）

８
番
議
員 

当
選
４
回
・
62
歳

①
不
公
平
の
な
い
居
住
区
分
を
す
る

こ
と
。

②
生
活
の
安
心
、
安
全
が
保
障
さ
れ

る
こ
と
。

③
原
発
依
存
か
ら
脱
却
し
、
新
し
い

地
域
戦
略
を
組
み
立
て
る
こ
と
。

④
住
む
、働
く
権
利
を
回
復
す
る
こ
と
。

⑤
未
来
あ
る
子
ど
も
達
が
希
望
持
て

る
町
づ
く
り
を
。

黒沢　英男
（くろさわ　ひでお）

９
番
議
員 

当
選
５
回
・
69
歳

　

避
難
生
活
の
長
期
化
が
予
想
さ
れ
る

中
、
町
の
復
旧
復
興
は
勿
論
の
事
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
確
保
し
た
避
難

地
、
仮
の
町『
復
興
恒
久
住
宅
』構
想
の

実
現
と
国
と
東
京
電
力
に
長
期
的
生
活

支
援
と
全
面
賠
償
を
皆
さ
ま
と
共
に
訴

え
続
け
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
故
郷
を

取
り
戻
す
べ
く
努
力
と
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
私
は
町
民
の
声
を
町
政
に

反
映
さ
せ
る
事
に
尽
力
し
ま
す
。

宮本　皓一
（みやもと　こういち）

14
番
議
員 

当
選
４
回
・
65
歳

　

富
岡
町
の
今
を
考
え
る
時
、
私
達
議

会
議
員
の
役
割
と
責
任
は
大
変
大
き
な

物
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
任
期
中
に
富
岡

町
の
方
向
性
が
決
ま
っ
て
来
る
と
考
え

ま
す
。
そ
こ
で
、
私
は
町
民
の
皆
さ
ま

の
声
を
吸
い
上
げ
最
大
限
町
政
に
反
映

す
べ
き
と
考
え
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三瓶　一郎
（さんぺい　いちろう）

13
番
議
員 

当
選
８
回
・
67
歳

　

私
は
、
当
初
の
放
射
能
の
収
束
は
早

く
て
一
年
長
く
と
も
二
年
と
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
一
年
経
過
し
て
何
も
解
決

し
て
い
ま
せ
ん
。
町
民
の
帰
還
が
こ
れ

以
上
遅
け
れ
ば
家
屋
は
勿
論
、
住
民
生

活
や
田
畑
の
耕
作
も
で
き
ず
、
国
の
責

任
で
買
い
上
げ
て
い
た
だ
き
全
町
一
ヶ

所
か
近
隣
に
移
動
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

渡辺　三男
（わたなべ　みつお）

11
番
議
員 

当
選
５
回
・
60
歳

　

私
が
選
挙
戦
で
訴
え
て
き
た
こ
と
は
、

動
産
・
不
動
産
の
一
括
買
取
り
の
要
求
、

被
災
者
の
生
活
保
障
と
安
定
し
た
公
営

住
宅
建
設
の
早
期
着
工
で
す
。
町
民
の

皆
さ
ま
の
為
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

訴
え
続
け
ま
す
。

塚野　芳美
（つかの　よしみ）

12
番
議
員 

当
選
５
回
・
61
歳

　

帰
る
人
、
状
況
に
よ
り
帰
る
人
、
帰

ら
な
い
人
が
い
る
と
思
わ
れ
る
中
、
①

生
活
再
建
が
可
能
な
賠
償
を
す
る
こ
と
。

②
徹
底
的
に
除
染
し
最
大
限
放
射
線
量

を
低
減
す
る
こ
と
。
③
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
復
旧
や
雇
用
の
確
保
を
含
め
た
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
国
が
責
任
を
持
っ
て
実
行

す
る
こ
と
を
担
保
さ
せ
る
た
め
に
精
一

杯
努
力
い
た
し
ま
す
。

議員定数
14人

3 とみおか議会だより 170号
平成24年４月23日



4とみおか議会だより 170号
平成24年４月23日

議
会
の
新
た
な
構
成
決
ま
る

議
会
の
新
た
な
構
成
決
ま
る

議
長
に

議
長
に  

宮
本
皓
一

宮
本
皓
一  

議
員
議
員

副
議
長
に

副
議
長
に  

山
本
育
男

山
本
育
男  

議
員
が

議
員
が

  

そ
れ
ぞ
れ
就
任

そ
れ
ぞ
れ
就
任

　

改
選
後
、
初
の
議
会
と
な
る
平
成
24
年
第
３
回
臨
時

会
が
４
月
４
日
に
招
集
さ
れ
、
今
後
４
年
間
の
議
会
組

織
構
成
を
決
定
し
ま
し
た
。
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
を

行
な
っ
た
結
果
、
議
長
に
は
宮
本
皓
一
議
員
が
、
副
議

長
に
は
山
本
育
男
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
の
選
任
を
は
じ
め
、
双
葉
地

方
広
域
市
町
村
圏
組
合
お
よ
び
双
葉
地
方
水
道
企
業
団

の
議
会
議
員
の
選
挙
や
各
種
審
議
会
等
の
委
員
の
推
薦

を
行
な
い
ま
し
た
。

議
長 

宮
本
皓
一 
議
員

副
議
長 

山
本
育
男 

議
員

　

こ
の
度
、
町
議
会
の
重
責
を
担
う
議

長
に
就
き
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

富
岡
町
の
今
を
考
え
る
時
、
議
員
と
し

て
、
議
会
と
し
て
成
す
べ
き
事
の
多
さ

に
驚
く
程
で
す
。
中
で
も
震
災
後
の
原

発
災
害
で
は
、
帰
る
事
さ
え
も
出
来
ず

一
年
一
ヶ
月
を
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
が
財
物
の
賠
償
等
大
切
な
事
ば
か

り
で
す
。
皆
様
の
相
談
窓
口
と
な
り
、

代
弁
者
と
な
っ
て
、
そ
れ
を
議
会
で
集

約
を
し
て
町
政
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
共
議
会

が
一
人
歩
き
す
る
事
な
ど
決
し
て
あ
り

ま
せ
ん
の
で
町
民
の
皆
さ
ま
の
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い

議
会
、
開
か
れ
た
議
会
の
ま
と
め
役
と

し
て
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る
覚
悟

で
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
を

申
し
上
げ
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
子
力
発
電

所
事
故
に
よ
り
、
全
町
避
難
が
続
き
、

復
旧
・
復
興
は
も
と
よ
り
、
い
ま
だ
、

先
が
見
え
な
い
と
い
う
不
安
や
避
難
区

域
の
見
直
し
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

副
議
長
の
要
職
に
つ
か
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
長
の
補
佐
を
務

め
る
と
と
も
に
、
町
政
発
展
の
た
め
に

尽
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
己
研
鑽
に
励
み
、
希
望
の

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、

努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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常任委員会等の議会構成常任委員会等の議会構成
《◎委員長　○副委員長》

条例等に基づく各種委員
●都 市 計 画 審 議 会 委 員　〔 安藤　正純 議員・宇佐神幸一 議員・渡辺　三男 議員 〕
●青少年問題協議会委員　〔 遠藤　一善 議員・渡辺　光夫 議員・渡辺　英博 議員 〕
●富岡町総合開発審議会委員　〔 山本　育男 議員・黒沢　英男 議員 〕
●富岡町民生委員推薦会委員　〔 早川　恒久 議員・三瓶　一郎 議員 〕
●水 防 協 議 会 委 員　〔 高野　　泰 議員 〕

双葉地方広域市町村圏組合議会議員
宮本　皓一  ・  高野　　泰  ・  渡辺　三男

議会運営委員会
◎黒沢　英男  ・  ○渡辺　英博  ・  山本　育男・
　渡辺　三男  ・  　塚野　芳美

産業厚生常任委員会 【担当する所管】　産業振興課・都市整備課・農業委員会・健康福祉課・生活環境課

総務文教常任委員会 【担当する所管】　総務課・企画課・税務課・出納室・教育委員会・議会事務局

双葉地方水道企業団議会議員
渡辺　光夫  ・  塚野　芳美

議会報編集特別委員会
◎高野　　泰  ・  ○宇佐神幸一  ・  早川　恒久・
　遠藤　一善  ・  　安藤　正純  ・  山本　育男

宇佐神幸一・山本育男・渡辺英博

高橋実・○遠藤一善・◎塚野芳美・
三瓶一郎

後列左から

前列左から

安藤正純・渡辺光夫・高野泰

宮本皓一・○早川恒久・◎渡辺三男・
黒沢英男

後列左から

前列左から
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　３月２日から７日まで６日間の会期で３月定例会を開催しました。今定例会
では、一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定や平成24年度各会計11
件の当初予算案をはじめ、23年度各会計10件の補正予算案など33案件を審議。特
に24年度当初予算審議では、更なる避難生活支援や町の復旧復興に関すること
を強く求めました。
　提出された議案は、慎重な審議を経てすべて原案のとおり可決しました。また、
一般質問では５議員が登壇し、当面する行政の問題点などを問いただしました。

・歳　入………………一年間のすべての収入のこと
・町　税………………皆さんが町に収めた税金
・繰入金………………各種基金から繰り入れられたお金
・繰越金………………前年度から繰り越されるお金
・財産収入……………町の持つ財産を運用したり売っ

たりしたお金
・諸収入………………雑入など、その他の様々な収入
・使用料及び手数料…住民票などの交付に手数料とし

て支払ったお金
・分担金及び負担金…特定の利益を受けた方から負担

していただいたお金
・国庫・県支出金……特定の目的のために国や県から

交付されたお金
・町　債………………町の借金のこと。大きな事業を

行なうために、国や金融機関か
ら借り入れたお金

・地方譲与税…………国が徴収した自動車重量税など
から配分されたお金

・各種交付金…………所得税や自動車取得税など国や
県から配分されたお金

・歳　出…………一年間の全ての支出のこと
・議会費…………議会の活動に要する経費
・総務費…………全般的な管理に要する経費等
・民生費…………福祉施設の整備など、町民が一

定水準の生活と安定した社会生
活を保障するのに必要な経費

・衛生費…………町民が健康にして衛生的な生活
環境を保持するための経費

・農林水産業費…農林水産業の振興に要する経費
・商工費…………商工業の振興に要する経費
・土木費…………土木事業に要する経費
・消防費…………消防に要する経費
・教育費…………教育関係に要する経費
・災害復旧費……災害によって生じた被害の復旧

に要する経費
・公債費…………町債返済に要する経費

東日本大震災救助経費

3億7,219万7千円
災害弔慰金や見舞金を支
給するとともに、災害援
護貸付を行ないます。

道路橋梁施設災害復旧費

5,245万
円

インフラ整備に関する測
量設計や道路の簡易修繕
を行ないます。

老人ホーム建設整備費

3億8,100万円
老人ホームを建設し、高
齢者福祉の強化に努め
ます。

町づくり活性化事業費

1,559万5千円
町の復興に向け『富岡町復
興まちづくり会社』を設立
します。

歳出予算の用語説明 歳入予算の用語説明
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●24年度各会計の予算額（全会一致で可決）
会　計　別 本年度予算額 前年度予算額 対比率

一 般 会 計 70億4,683万円 67億1,314万5千円 5％増

特 

別 

会 

計 

国 民 健 康 保 険 16億5,718万7千円 1億4,454万2千円 114.5％増

公設地方卸売市場 2万3千円 133万9千円 98.3%減

蛇谷須特環下水道 1,393万3千円 3,380万4千円 58.8%減

公 共 下 水 道 5億8,593万9千円 8億758万4千円 27.4%減

農 業 集 落 排 水 8,056万9千円 1億2,346万8千円 34.7%減

曲田土地区画整理 2,135万7千円 3億491万2千円 93%減

介 護 保 険 11億5,429万5千円 9億4,947万9千円 21.6%増

後 期 高 齢 者 医 療 1億355万2千円 1億939万7千円 5.3%減

仮 設 診 療 所 5,906万6千円 －

介護サービス事業 353万5千円 －

合　　　計 107億2,628万6千円 104億8,853万円 2.3%増

おぼえておきたい、
この『数字』

◎23年度末　地方債（借金）残高
　　　　　　103億2,987万円
　※町民一人あたりの借金
　　約70万円（利子は含まれません）

◎23年度末　基金（貯金）残高
　　　　　　57億8,933万円
　※町民一人あたりの貯金
　　約40万円

◎24年度見込　公債費（借金返済）
　　　　　　　元金11億6,853万円
　　　　　　　利子 2億5,508万円
　※町民一人あたりの借金返済
　　約10万円（利子を含む）

歳入 70億4,683万円歳出 70億4,683万円

自主財源
41.7％

町税（22.5％）
15億8,948万5千円

財産収入（0.1％）
764万円

民生費（32.6％）
22億9,910万5千円

土木費（11.1％）
7億7,903万9千円 総務費（28.2％）

19億9,077万9千円

教育費（5.0％）
3億5,267万9千円

公債費（6.4％）
4億4,846万円

農林水産業費（4.4％）
3億1,198万7千円

衛生費（4.0％）
2億7,849万1千円

消防費（3.2％）
2億2,480万4千円

商工費（2.2％）
1億5,603万8千円

議会費（1.6％）
1億1,112万8千円
災害復旧費（0.7％）
5,245万9千円
その他（0.6％）
4,186万4千円

分担金・負担金（0％）
6千円

繰越金・諸収入（1.6％）
1億1,077万1千円

繰入金（17.5％）
12億3,354万6千円

使用料・手数料等（0％）
78万9千円

国庫支出金（24.3％）
17億1,205万9千円

県支出金（6.6％）
4億6,402万8千円

地方譲与税（0.9％）
6,573万3千円

各種交付金（6.6％）
4億6,277万3千円

町債（19.9％）
14億円

依存財源
58.3％
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問　
新
規
及
び
一
部
改
正
さ
れ
た

条
例
が
速
や
か
に
閲
覧
で
き
る
よ

う
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
例
規

集
を
更
新
し
て
は
。

答　
総
務
課
長
補
佐　

更
新
作
業

を
新
年
度
よ
り
行
な
い
速
や
か
に

情
報
提
供
し
ま
す
。

問　
行
政
区
長
会
は
存
続
す
る

の
か
。

答　
総
務
課
長　

行
政
区
長
会
役

員
会
で
協
議
し
た
結
果
、
行
政
区

長
会
を
存
続
す
る
こ
と
に
決
し
ま

し
た
の
で
、
各
行
政
区
に
正
副
区

長
の
推
薦
を
依
頼
し
ま
す
。

問　
各
自
治
会
役
員
へ
報
酬
は
な

い
の
か
。

答　
町
長　

各
自
治
会
長
が
懸
命

に
働
い
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
今
後
前
向
き
に
検
討
し

ま
す
。

問　
区
長
会
と
自
治
会
の
役
割
は
。

答　
総
務
課
長　

区
長
会
の
役
割

は
、
除
染
作
業
の
お
知
ら
せ
な
ど

町
と
行
政
区
民
と
の
調
整
役
を
行

な
い
ま
す
。
自
治
会
は
各
々
の
自

治
会
を
運
営
し
ま
す
。

問　
各
仮
設
住
宅
集
会
所
の
利
用

が
制
限
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

答　
総
務
課
長
補
佐　

仮
設
集
会

所
の
利
用
は
自
治
会
事
業
を
優
先

的
に
行
な
う
よ
う
指
導
し
ま
す
。

町
長　

各
自
治
会
で
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
貫
し

た
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

よ
う
検
討
し
ま
す
。

問　
休
止
し
て
い
る
外
郭
団
体
職

員
の
給
与
等
は
行
政
賠
償
と
な
る

の
か
。

答　
町
長　

原
子
力
事
故
に
伴
っ

て
生
じ
た
損
害
は
全
て
賠
償
対
象

と
な
り
ま
す
。

問
全
世
帯
を
対
象
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
情
報
端
末
機
を
貸
与
す
る
時

期
は
い
つ
ご
ろ
か
。
ま
た
、
貸
与

に
伴
い
広
報
紙
の
印
刷
経
費
を

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

わ
れ
る
が
。

答　
企
画
課
長　

タ
ブ
レ
ッ
ト
情

報
端
末
機
の
貸
与
は
６
月
又
は

７
月
頃
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
情
報
を
速
や
か
に
発
信
す

る
た
め
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
情
報
端

末
機
を
貸
与
す
る
も
の
で
あ
り
、

広
報
紙
は
従
来
同
様
、
月
２
回
を

基
本
と
し
て
発
行
し
ま
す
。

問　
老
人
ホ
ー
ム
の
計
画
概
要
を
。

答　
健
康
福
祉
課
長　

町
老
人

ホ
ー
ム
東
風
荘
の
代
替
で
建
設
す

る
も
の
で
あ
り
、
郡
山
市
内
で
建

屋
面
積
１
，８
０
０
㎡
程
度
、
収

容
人
数
46
人
で
す
。
建
設
費
の
財

源
は
厚
生
労
働
省
補
助
金
で
対
応

し
ま
す
が
経
費
の
６
分
の
５
が
補

助
金
、
６
分
の
１
が
町
財
源
で
す
。

問　
入
所
待
機
者
対
策
は
。

答　
健
康
福
祉
課
長　

既
に
入
所

し
て
い
る
各
県
内
の
老
人
ホ
ー
ム

に
対
し
受
入
継
続
の
有
無
に
つ
い

て
確
認
し
た
上
で
施
設
の
建
設
計

画
を
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
不
足

す
る
場
合
は
、
双
葉
郡
内
で
再
度

検
討
し
ま
す
。

町
長　

受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
県

内
各
地
の
老
人
施
設
に
相
談
し
た

の
で
す
が
、
絶
対
数
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
か
ら
建
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
建
設
場
所
は
市
有

地
で
敷
地
の
制
限
も
あ
っ
て
の
収

容
人
数
と
な
り
ま
す
が
現
在
の
と

こ
ろ
大
丈
夫
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

問　
老
人
や
介
護
、
障
が
い
福
祉

対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、

事
業
の
要
と
な
る
社
会
福
祉
協
議

会
は
町
か
ら
の
委
託
事
業
を
受
託

で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
健
康
福
祉
課
長　

社
会
福
祉

協
議
会
は
職
員
３
人
と
臨
時
職
員

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
を
審
議
し
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
質
疑
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一般
会計

一般会計 質疑

タブレット情報端末機
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町
長　

新
年
度
よ
り
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
長
を
配
置
さ
せ
る
と

と
も
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
１

人
確
保
す
る
な
ど
業
務
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

問　
社
会
福
祉
協
議
会
と
お
だ
が

い
さ
ま
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
を

明
確
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
町
長　

お
だ
が
い
さ
ま
セ
ン

タ
ー
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
下

部
組
織
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
老
人
・
介
護

福
祉
な
ど
従
来
ど
お
り
の
業
務

を
、
お
だ
が
い
さ
ま
セ
ン
タ
ー
は

お
互
い
の
絆
を
つ
な
ぐ
役
割
を

担
う
事
業
を
行
な
い
ま
す
。

問　
リ
フ
レ
富
岡
の
回
数
券
を
還

付
す
る
の
か
。

答　
健
康
福
祉
課
長
補
佐　

払
い

戻
し
が
で
き
な
い
と
回
数
券
に
記

載
し
て
い
ま
す
が
、
当
面
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
還

付
し
ま
す
。
な
お
、
還
付
に
あ

た
っ
て
は
１
枚
よ
り
還
付
受
付
を

し
ま
す
。

問　
原
子
力
広
報
安
全
対
策
普
及

事
業
の
廃
止
、
ま
た
は
名
称
の
変

更
を
し
な
い
の
か
。

答　
生
活
環
境
課
長　

今
後
国
・

県
と
協
議
の
上
内
容
等
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

問　
応
急
仮
設
住
宅
維
持
管
理
委

託
と
は
。

答　
住
宅
支
援
班
長（
税
務
課
長
）

　

各
仮
設
住
宅
の
浄
化
槽
の
保
守

点
検
や
除
雪
業
務
な
ど
を
行
な
い

ま
す
。

問　
応
急
仮
設
住
宅
の
修
繕
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

答　
住
宅
支
援
班
長（
税
務
課
長
）

　

施
設
の
所
有
者
で
あ
る
福
島
県

維
持
管
理
セ
ン
タ
ー
に
修
繕
等
を

依
頼
し
て
い
ま
す
が
、
緊
急
を
伴

う
修
繕
は
町
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
対
応
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
県
に
対

し
強
く
継
続
し
て
要
望
し
ま
す
。

問　
学
校
給
食
で
使
用
し
た
食
材

が「
県
内
産
」を「
県
外
産
」と
偽
っ

て
使
用
し
た
と
報
道
さ
れ
た
が
、

富
岡
幼
小
中
学
校
の
給
食
は
確
認

し
た
の
か
。

答　
教
育
総
務
課
長　

食
材
に
関

し
て
調
査
し
た
結
果
、
特
に
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
、

内
部
被
ば
く
調
査
な
ど
を
定
期
的

に
実
施
す
る
な
ど
児
童
生
徒
の
健

康
管
理
を
気
を
つ
け
ま
す
。

問　
震
災
直
後
に
行
な
わ
れ
た
行

方
不
明
者
・
遺
体
捜
索
で
所
有
者

に
同
意
を
得
な
い
ま
ま
個
人
の
財

産
を
破
棄
し
た
問
題
に
つ
い
て
謝

罪
や
賠
償
を
し
な
い
の
か
。

答　
町
長　

行
方
不
明
者
・
遺
体

捜
索
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
自

衛
隊
や
警
察
署
に
対
し
県
災
害

対
策
本
部
及
び
町
が
要
請
し
た

こ
と
は
事
実
で
す
。
所
有
者
に

同
意
を
求
め
る
前
に
一
部
解
体

し
た
も
の
も
あ
り
大
変
申
し
訳

な
く
道
義
的
責
任
が
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
が
、
人
命
救
助
の

た
め
に
行
な
っ
た
も
の
で
決
し

て
故
意
的
に
行
な
っ
た
訳
で
な

く
法
的
に
責
任
の
所
在
が
非
常

に
難
し
い
状
況
で
す
。
こ
の
件

に
つ
い
て
は
被
災
し
た
各
自
治

体
で
も
同
様
に
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
、
弁
護
士
や
警
察
署
、

自
衛
隊
な
ど
関
係
機
関
と
協
議

し
て
い
き
ま
す
が
、
時
間
を
要

し
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

問　
行
政
賠
償
手
続
き
の
進
捗
状

況
は
。

答　
総
務
課
長　

相
当
な
金
額
と

な
る
た
め
簡
単
に
積
算
す
る
こ
と

が
難
し
い
で
す
が
、
し
っ
か
り
と

手
続
き
を
ふ
ま
え
て
い
き
ま
す
。

町
長　

正
確
な
金
額
を
積
算
し
満

額
請
求
を
行
な
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
中
間
報
告
を
行
な
い

概
算
で
行
政
賠
償
の
手
続
き
を
し

ま
す
。

問　
震
災
当
日
の
議
事
録
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
震
災
体
験
を
公
表

し
各
自
治
体
に
お
け
る
今
後
の
防

災
対
策
に
寄
与
し
な
い
の
か
。

答　
総
務
課
長　

混
乱
の
中
、
議

事
録
を
作
成
す
る
時
間
的
余
裕
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各

職
員
が
各
々
記
録
し

て
い
る
ノ
ー
ト
は
あ

り
ま
す
。

町
長　

震
災
時
の
極

限
状
態
や
初
期
対
応

の
あ
り
方
な
ど
を
ま

と
め
、
何
か
の
機
会

に
公
表
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
国
や
県
が
原
発

事
故
災
害
に
関
す
る

情
報
を
提
供
し
な

か
っ
た
こ
と
が
大
問

題
で
あ
る
。
国
や
県

に
対
し
て
本
町
民
に

謝
罪
す
る
よ
う
申
し

入
れ
を
し
な
い
の
か
。

答　
町
長　

町
民
の

代
表
で
あ
る
私
に
国

や
県
、
東
京
電
力
㈱
か
ら
の
謝
罪

を
受
け
た
経
緯
は
あ
り
ま
す
。
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
は
、
過
去

に
も
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が
多

発
す
る
な
ど
全
体
的
に
緊
張
感

が
な
く
改
善
策
を
講
じ
る
よ
う

何
度
も
指
摘
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
原
子
力
事
故
は
ま
さ
に

脆
弱
性
が
露
呈
し
た
も
の
で
あ

り
、
事
故
に
伴
う
放
射
能
の
問
題

は
人
災
か
つ
刑
事
的
責
任
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

震災直後に設置した災害対策本部（平成23年３月11日 午後3時撮影）
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問　
『
富
岡
町
復
興
ま
ち

づ
く
り
会
社
委
託
事
業
』

と
は
何
か
。

答　
企
画
課
長　

町
へ
答

申
さ
れ
た
復
興
ビ
ジ
ョ
ン

を
具
現
化
し
て
い
く
事
業

で
あ
り
、
町
民
と
企
業
が

一
体
と
な
っ
て
復
興
に
携

わ
る
会
社
を
設
置
す
る
も

の
で
す
。

問　
復
興
ま
ち
づ
く
り
会

社
の
委
託
先
は
。

答　
副
町
長　

衣
食
住
の

商
店
が
再
開
す
る
こ
と
が

で
き
て
初
め
て
町
が
復
興

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
商
工
会
に
委
託

し
ま
す
。

問　
町
づ
く
り
会
社
の
業

務
内
容
は
。

答　
副
町
長　

除
染
に
関

す
る
調
整
や
高
齢
者
自
宅

ま
で
の
物
品
の
運
搬
、
空

き
家
の
紹
介
な
ど
業
務
は

多
種
多
様
で
あ
り
行
政
と

民
間
の
間
に
立
つ
会
社
を

考
え
て
い
ま
す
。

問　
町
づ
く
り
は
行
政
が

行
な
う
も
の
で
会
社
を
設

立
す
る
必
要
は
な
い
と
考

え
る
が
。

答　

副
町
長　

会
社
設
立

の
理
念
は『
自
分
の
町
は

自
分
の
手
で
』を
基
本
に

考
え
て
い
ま
す
。
復
興
ビ

ジ
ョ
ン
作
成
に
携
わ
っ
た

方
々
の
思
い
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

問　
『
全
国
小
学
生
ゴ
ル

フ
選
手
権
大
会
』を
開
催

す
る
の
か
。

答　
産
業
振
興
課
長　

Ｌ

Ｐ
Ｇ
Ａ（
日
本
女
子
プ
ロ

ゴ
ル
フ
協
会
）が
実
施
主

体
と
な
っ
て
大
会
を
運
営

し
、
千
葉
県
野
田
市
で
開

催
し
ま
す
。

町
長　

本
町
の
交
流
人
口

増
加
と
振
興
に
寄
与
す
る

た
め
の
事
業
で
し
た
が
、

国
・
県
と
協
議
し
た
結
果
、

ビ
ク
ト
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
形
成
な
ど
多
く
の
成
果

が
生
ま
れ
た
実
績
の
あ
る

大
会
で
あ
る
た
め
継
続
す

る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
町
の
た
め
の

事
業
で
す
の
で
今
後
検
討

し
ま
す
。

特別会計 質疑

一般会計 質疑

国民健康保険事業特別会計
問　葬儀に対する行政支援を考えないか。
答　健康福祉課長　葬祭に関する相談は随時受けており、
お骨を郡山市内寺院にお願いするなど対応をしておりま
す。なお、葬祭費用としての５万円補助は従来どおり支
援していますが、交通費などの他経費に対する支援は考
えていません。
町長　行政もできる限り誠意をもって支援しますが、交
通費などに関しては国及び賠償に加算されます。

公共下水道事業特別会計
問　浄化センター及び下水管の復旧調査は。
答　都市整備課長　浄化センター内部に汚水と海水が
滞留しており、全てを汲み取らない限り調査ができ
ない状態です。管路内部についてはカメラなどで調
査を行ないます。
町長　平成26年３月を目標に全てのインフラを復旧
させます。汚水対応は簡易で可動式浄化装置を用い
て浄化・排水を行ないます。

問　浄化センター及び管路の復旧経費は。
答　町長　浄化センター復旧に約28億円の経費がかか
りますので、仮設の浄化装置、或いはコミュニティー
浄化槽を設置するなど費用対効果と工期を見据えて
柔軟に対応します。

問　合併浄化槽内の汚泥処分は。
答　生活環境課長　先に広野町と川内村が帰還するこ
とに伴い広域圏組合で汚泥処理業務を行ないますの
で、十分に検証を行ない、本町が帰還する際に滞り
なくできるよう対応します。

蛇谷須地区特定環境保全公共下水道事業特別会計
問　公債費の延期はできないのか。
答　総務課長　国と折衝をしましたが延期できない旨
連絡がありました。

仮設診療所特別会計
問　大玉村仮設診療所の利用者を増やす対策は
答　健康福祉課長　『富岡町のお医者さん』を広報する
とともに輸送手段等も検討します。

曲田土地区画整理事業特別会計
問　曲田土地区画整理事業内容に変更はあるのか。
答　町長　常磐線の路線変更などが生じるため、駅前
開発から住宅開発に変更せざるを得ませんが整備は
行ないます。なお、常磐線から東側に多重堤防を設
けるなどの防災対策を県と協議しながら講じます。

問　仮換地はいつまで続くのか。
答　都市整備課長　全事業が終了しない限り本換地と
はなりませんので、新たに区域の見直しが生じれば
平成30年度以降になります。
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原
子
力
災
害
対
策
業
務
等
を
能

率
的
に
運
営
す
る
た
め
、
専
門
的

な
知
識
を
持
つ
方
を
任
期
付
で
採

用
し
ま
す
。

　

災
害
復
興
事
業
な
ど
の
財
源
に

充
て
る
た
め
の
基
金
を
設
置
し
ま

す
。

　

告
示
等
を
掲
示
す
る
場
を
郡
山

事
務
所
内
に
設
け
ま
す
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
24

年
度
も
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長

の
給
与
を
20
％
削
減
し
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
定
年
を
５
年
引
き

上
げ
60
歳
未
満
と
し
ま
す
。
ま
た
、

警
戒
区
域
内
に
出
動
命
令
が
発
令

さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
費
用
弁
償

も
見
直
し
ま
す
。

　

警
戒
区
域
内
で
業
務
を
行
な
う

町
職
員
に
対
し
特
殊
勤
務
手
当
を

支
給
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
の
介
護
保
険
料
を
定
め
ま
す
。

　

年
度
末
等
の
支
払
現
金
の
不
足
に

対
し
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
一
時

的
に
繰
り
替
え
て
運
用
を
行
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
災

害
の
被
害
を
受
け
た
納
税
義
務
者

等
が
納
付
す
べ
き
平
成
24
年
度
の

町
民
税（
※
１
）、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
及
び
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
を
減
免
し
ま
す
。

（
※
１
）町
民
税
は
個
人
所
得
金
額
に
よ
っ

て
減
免
率
が
変
わ
り
ま
す
。

　

町
民
に
貸
与
す
る
、
個
人
線
量

計
２
２
０
台
を
購
入
す
る
総
額
１
，

０
３
９
万
５
千
円
の
契
約
を
議
決

し
ま
し
た
。

任
期
付
で
職
員
を
採
用

消
防
団
員
の
定
年
を
延
長

災
害
復
興
基
金
を
設
置

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
を

見
直
す

東
日
本
大
震
災
な
ど
に

よ
る
被
災
者
に
対
す
る

平
成
24
年
度
の
町
税
等
を
減
免

介
護
保
険
料
を

３
年
間
据
え
置
き

財
政
調
整
基
金
を

繰
替
運
用

町
掲
示
場
を
事
務
所
内

町
三
役
の
給
与
の
減
額
を
継
続

貸
出
用
個
人
線
量
計
を
購
入

条 例 の 制 定

案
　
件

人
　
事

報
告
案
件

報
告
案
件

福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
団
体
数
の
増

減
な
ど
の
変
更
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
４
年
間
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
に

関
本
征
司
さ
ん

再
任
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補正予算 質疑

問　
復
興
モ
デ
ル
実
証
調
査
に
お

け
る『
緑
の
分
権
改
革
調
査
事
業
』

と
は
何
か
。

答　
企
画
課
長　

将
来
の
農
業
再

開
を
目
指
し
た
事
業
で
あ
り
、
と

う
も
ろ
こ
し
や
菜
の
花
な
ど
を
栽

培
す
る
こ
と
で
農
地
の
改
廃
を
防

ぐ
と
と
も
に
農
地
の
除
塩
や
除
染

を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
得
た
生

産
物
は
飼
料
や
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど

の
燃
料
へ
転
換
し
資
源
の
再
利
用

化
の
可
否
を
試
み
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
新
た
な
産
業
が
生
ま
れ
雇
用

の
確
保
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問　
実
証
事
業
を
行
な
う
場
所
は

ど
こ
か
。

答　
副
町
長　

放
射
線
量
が
比
較

的
低
く
地
理
的
条
件
が
整
っ
て
い

る
下
郡
山
地
区
の
圃
場
を
選
定
し

て
い
ま
す
。

問　
消
防
費
で
購
入
す
る
備
品
は

何
か
。

答　
生
活
環
境
課
長　

発
電
機
付

の
投
光
機
を
各
仮
設
住
宅
集
会
所

に
１
機
ず
つ
配
備
す
る
計
画
で
す
。

問　
奨
学
資
金
の
運
用
状
況
は
。

答　
教
育
総
務
課
長　

震
災
以
降
、

奨
学
金
の
延
納
申
請
を
受
け
付
け

し
て
い
ま
す
。

町
長　

厳
し
い
状
況
の
中
で
の
教

育
費
の
支
出
は
苦
労
が
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
本
制
度
を
積
極
的

に
広
報
し
取
り
組
み
ま
す
。

問　
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
す
る
意

図
は
。

答　
健
康
福
祉
課
長　

避
難
先
に

お
け
る
老
人
ホ
ー
ム
で
の
対
応
が

非
常
に
難
し
い
こ
と
か
ら
、
郡
山

市
内
に
仮
設
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設

す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

問　
帰
還
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
考
え
た
場
合
、
本
町
近
隣
市
町

村
に
建
設
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
思
わ
れ
る
が
。

答　
健
康
福
祉
課
長　

い
わ
き
市

に
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
対
応
を
し
ま
す
が
、
老
人

ホ
ー
ム
建
設
計
画
ま
で
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

問　
双
葉
郡
全
体
で
老
人
福
祉
対

策
を
取
り
組
ま
な
い
の
か
。

答　
町
長　

郡
内
町
村
と
も
い
わ

き
市
内
へ
の
移
転
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
双
葉
郡
用
の

土
地
を
い
わ
き
市
内
で
確
保
し
、

社
会
福
祉
施
設
や
災
害
復
興
住
宅

の
建
設
が
で
き
る
よ
う
国
や
県
へ

要
望
し
ま
す
。

一般会計一般会計

総額９4億4,382万7千円に

平成２３年度一般会計の補正予算を、原案のとおり可決しました。
（全会一致・原案可決）

疑
れ
こ
れ
あ

質一
般
会
計
予
算
審
議
で
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●

●

●

●

●

●

●

ラジオ福島ラジオ福島

安積高校

針生ヶ丘病院針生ヶ丘病院

郡山第一中学校郡山第一中学校

大東銀行

薫小学校

ヨークベニマル

五百渕公園

至会津

文化通り

国道49号 至いわき

国
道
４
号
あ
さ
か
野
バ
イ
パ
ス

国
道
４
号
あ
さ
か
野
バ
イ
パ
ス

国
道
４
号
あ
さ
か
野
バ
イ
パ
ス

内
環
状
線

内
環
状
線

内
環
状
線

国
道
49
号

国
道
49
号

国
道
49
号

静御前通り

★

老人ホーム
建設予定地

老人ホーム建設予定地
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問　
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
等
で
桜
の
開

花
状
況
を
広
報
し
な
い
の
か
。

答　
町
長　

警
戒
区
域
の
見
直
し

に
よ
り
制
限
無
し
で
町
内
に
入
る

こ
と
が
で
き
る
予
定
で
す
の
で
、

満
開
の
桜
が
見
ら
れ
る
よ
う
、
そ

し
て
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
満
開
と
な
っ
た
桜
を
ラ
イ

ブ
カ
メ
ラ
等
に
よ
り
情
報
を
発
信

し
、
町
民
に
勇
気
と
希
望
を
与
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
町
民
に
と
っ
て
の
一
番
の
不

安
材
料
は
賠
償
問
題
で
あ
る
。
行

政
と
し
て
具
体
的
な
行
動
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答　
町
長　

国
は「
解
除
準
備
区

域
」「
居
住
制
限
区
域
」「
長
期
帰
還

困
難
区
域
」の
区
分
見
直
し
を
行

な
い
、
長
期
帰
還
困
難
区
域
の
土

地
の
買
い
上
げ
ま
た
は
借
り
上
げ

を
検
討
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

町
全
体
を
公
平
公
正
に
取
り
扱
う

よ
う
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
郡
内
、
県
内
が
一
丸
と
な
っ

て
要
望
活
動
を
行
な
う
と
と
も
に
、

除
染
や
復
興
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ

の
復
旧
、
賠
償
問
題
、
雇
用
、
健

康
管
理
な
ど
を
７
つ
の
問
題
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
、
し
っ
か
り
と

要
望
を
行
な
い
ま
す
。

問　
国
の
対
応
が
遅
く
時
期
を
逸

す
る
こ
と
が
多
い
。
町
単
独
で
行

動
を
す
る
こ
と
も
重
要
で
は
な
い

か
。

答　
町
長　

郡
内
町
村
と
歩
調
を

合
わ
せ
る
こ
と
も
大
事
と
考
え
ま

す
が
、
少
し
で
も
前
進
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
。

問　
賠
償
問
題
を
特
化
し
た
課
を

設
置
す
る
な
ど
各
課
の
統
廃
合
を

検
討
す
べ
き
で
は
。

答　
総
務
課
長　

災
害
対
策
本
部

業
務
を
よ
り
強
化
し
、
町
民
の
要

望
な
ど
に
応
え
ま
す
。

町
長　

ど
の
組
織
体
制
が
良
い
の

か
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
曲
田
土
地
区
画
の
将
来
は
。

答　
町
長　

定
住
人
口
増
加
対
策

と
し
て
の
位
置
づ
け
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
常
磐
線
の
路
線
変

更
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

再
検
討
し
復
興
計
画
で
示
し
ま
す
。

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所

に
関
す
る
状
況
は
。

答　
健
康
福
祉
課
長　

震
災
以
降
、

介
護
度
が
進
行
し
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
待
機
者
が
増
え
る
一

方
で
受
入
可
能
な
施
設
が
不
足
で

あ
る
た
め
、
施
設
に
入
所
す
る
こ

と
が
非
常
に
難
し
い
状
況
で
す
。

問　
帰
還
す
る
条
件
と
し
て
医
療

の
整
備
が
あ
げ
ら
れ
る
が
。

答　
町
長　

双
葉
郡
全
体
で
医
療

行
政
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
医
療
の
拠
点
を

今
村
病
院
と
し
町
医
に
協
力
依
頼

を
す
る
こ
と
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

下表のとおり10件の補正予算案が提出され、いずれも原案どおり可決しました。
会　計　別 補　正　額 補正後の予算額
一　般　会　計 1億3,426万9千円 94億4,382万7千円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 1億7,573万2千円 21億8,050万円
公 設 地 方 卸 売 市 場 － 269万7千円
蛇 谷 須 特 環 下 水 道 0 1,463万4千円
公 共 下 水 道 ▲38万8千円 4億5,551万円
農 業 集 落 排 水 ▲2万7千円 8,328万2千円
曲 田 土 地 区 画 整 理 ▲39万4千円 6,449万9千円
介 護 保 険 5,581万5千円 12億5,302万7千円
後 期 高 齢 者 医 療 ▲419万1千円 2,979万円
仮 設 診 療 所 ▲4,792万4千円 3,546万6千円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 ▲188万2千円 228万3千円
合　　　計 3億1,101万円 135億6,551万5千円

10件の補正予算案を可決10件の補正予算案を可決

特
別
会
計

曲
田
土
地
区
画
整
理

　
　
　
　

事
業
特
別
会
計

介
護
保
健
事
業
特
別
会
計

仮
設
診
療
所
特
別
会
計



一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問
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　３月定例会の一般質問には、５議員が登壇して町の対応や
考えなどを問いました。
　この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせい
たします。

５議員が
質問
■三瓶　一郎　議員………………（15頁）
１.富岡町町民が全員帰宅が出来る見通しは
　⑴ 除染の工程の見通しは
　⑵ ライフラインの復旧の見通しは
　⑶ 浄化槽終末処理場の復旧について

■渡辺　三男　議員………………（16頁）
⑴ 除染モデル実証事業の数値を示せ
⑵ 中間貯蔵施設について
⑶ 本格除染とライフライン整備工事の発注
について

■塚野　芳美　議員………………（17頁）
１.富岡町への帰還に関して
　⑴ 帰還のロードマップを示せ
　⑵ 帰還に係る町民との調整は

■宮本　皓一　議員………………（18頁）
１.全町民の内部被ばく検査の実施について
２.復興住宅（災害公営住宅）の建築について
３.町によせられた義援金の内容について

■山本　育男　議員………………（19頁）
１.情報収集・広報について
２.復興について
　⑴ 津波被災地の高台移転の考えは
　⑵ 復興住宅建設の考えは
　⑶ 復興ボランティアなどの考えは
　⑷ 津波被害による瓦礫処理の見解について

町政を問う町政を問う
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三瓶 一郎 議員

問　
全
町
民
が
帰
還
す
る
た
め
の

除
染
工
程
は
。

答　
町
長　
『
除
染
な
く
し
て
復

興
な
し
』の
決
意
の
も
と
、
新
た

な
る
避
難
指
示
区
域
を『
避
難
指

示
解
除
準
備
区
域
』『
居
住
制
限
区

域
』『
帰
還
困
難
区
域
』の
３
区
分

と
し
、
住
民
の
一
日
も
早
い
帰
還

を
目
指
す
た
め
、
避
難
指
示
解
除

準
備
区
域
及
び
居
住
制
限
区
域
を

優
先
的
に
除
染
し
、
帰
還
困
難
区

域
は
除
染
モ
デ
ル
実
証
事
業
の
結

果
を
ふ
ま
え
対
応
を
検
討
す
る
除

染
工
程
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
廃
棄
物
等
を
置
く
仮

置
場
の
決
定
や
財
物
補
償
等
が
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
雇
用
、
医
療
等

の
諸
問
題
が
山
積
み
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
解
決
に
向
け
て
強
く

国
に
要
望
し
ま
す
。

問　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
の
見

通
し
は
。

答　
町
長　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
イ

ン
フ
ラ
の
概
略
調
査
を
終
え
、
被

災
状
況
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
本
格
除
染
事
業
の
目
標
時

期
で
あ
る
２
年
後
を
目
指
し
、
帰

宅
生
活
す
る
上
で
で
き
る
だ
け
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
各

施
設
の
機
能
を
確
保
し
ま
す
。

問　
浄
化
槽
終
末
処
理
場
の
復
旧
は
。

答　
町
長　

本
町
汚
水
処
理
の
基

幹
施
設
で
あ
る
富
岡
浄
化
セ
ン

タ
ー
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い

ま
す
の
で
、
大
量
の
滞
留
汚
水
を

排
水
し
た
上
で
詳
細
調
査
を
行
な

う
と
と
も
に
仮
設
処
理
施
設
を
設

問 帰還のための本格除染の工程は

諸問題を解決するよう国へ要望答

　

 

子
ど
も
や

　

 

保
護
者
に
説
明
を

　

 

教
育
支
援
を

　

 

引
き
続
き
強
化

問答問　
子
ど
も
達
や
保
護
者
か
ら
の
不

安
を
聞
く
と
と
も
に
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
説
明
を
し
な
い
の
か
。

答　
教
育
長　

子
ど
も
の
心
に
寄

り
添
い
、
望
ま
し
い
成
長
・
発
達

を
助
け
る
の
は
教
師
の
努
め
で
あ

り
、
保
護
者
の
不
安
を
解
消
す
る

の
は
教
育
委
員
会
の
大
事
な
努
め

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

一
年
間
、
意
向
調
査
の
実
施
や
再

開
の
集
い
な
ど
様
々
な
方
法
に
よ

り
情
報
提
供
や
不
安
解
消
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
向
け
て
の
心
構
え
や

取
り
組
み
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
、
子
ど
も
た
ち
が
富

岡
町
へ
帰
り
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
特
色
あ
る
教
育
を
目
指
し
、
学

校
再
開
の
見
通
し
な
ど
を
示
す
と

と
も
に
、
避
難
先
で
の
教
育
支
援

を
図
り
ま
す
。

置
し
ま
す
。
本
復
旧
に
は
相
当
の

期
間
を
要
し
ま
す
が
、
今
後
の
調

査
や
復
興
計
画
等
と
の
整
合
性
、

費
用
対
効
果
を
見
極
め
な
が
ら
検

討
し
ま
す
。

富岡浄化センター内部
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問 中間貯蔵施設をどうするのか

町内には建設させない答
渡辺 三男 議員

問 

モ
デ
ル
実
証
事
業
結
果
の
公
開
を

　
　

速
や
か
に
取
り
組
む　
　

問答問 

地
元
に
雇
用
の
場
を
創
出

答 

復
旧
復
興
に
は
企
業
の
協
力
が
必
要

問答 問　
中
間
貯
蔵
施
設
を
県
内
に
設

置
し
な
い
と
い
う
方
針
か
ら
一
転

し
て
郡
内
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
中
間
処
理
施
設
が

最
終
処
分
施
設
と
な
ら
な
い
か
。

答　
町
長　

除
染
を
進
め
る
上
で

中
間
貯
蔵
施
設
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
双
葉
地
方
に
と
っ
て
大
変
重

要
な
問
題
な
た
め
、
双
葉
地
方
町

問　
町
民
に
除
染
モ
デ
ル
実
証
事

業
の
結
果
を
報
告
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　
町
長　

除
染
モ
デ
ル
実
証
事

業
の
最
終
結
果
は
、
町
の
広
報
紙

及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報

公
開
し
ま
す
。
ま
た
、
追
跡
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
と
結
果
報
告
を
す

る
よ
う
国
に
要
請
を
し
て
い
ま
す
。

問　
安
心
し
て
帰
還
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
被
ば
く
す
る
放
射

問　
復
旧
に
関
す
る
工
事
等
を
地

元
企
業
に
発
注
し
、
雇
用
の
創
出

を
図
ら
な
い
か
。

答　
町
長　

国
が
行
な
う
本
格
除

染
事
業
に
係
る
工
事
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
雇
用
確
保
に
重
き
を
置
き
、

村
会
を
窓
口
と
し
て
国
・
県
と
協

議
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
中
間
貯
蔵
施
設

の
建
設
は
復
興
計
画
の
整
合
性
を

図
る
観
点
か
ら
反
対
で
あ
り
、
最

終
処
分
場
に
関
す
る
法
の
整
備
に

つ
い
て
国
へ
要
請
し
ま
す
。

線
量
が
健
康
上
問
題
な
い
と
証
明

す
る
医
学
的
根
拠
を
示
し
、
周
知

し
て
は
。

答　
町
長　

国
と
し
て
安
全
基
準

を
明
確
に
す
る
よ
う
一
貫
し
て
要

望
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ
安
全
基

準
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

本
格
除
染
に
よ
り
年
間
あ
た
り
１

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
に
な
る
よ

う
国
に
要
望
し
ま
す
。

地
元
企
業
に
対
し
て
配
慮
す
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
復
旧
事
業
で

は
、
国
・
県
が
町
に
代
わ
っ
て
災

害
復
旧
を
施
工
す
る
こ
と
が
で
き

る
震
災
復
旧
代
行
法
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
町
内
で
は
、
道
路
橋
梁

災
害
や
公
共
下
水
道
終
末
処
理
場
、

管
渠
等
の
被
災
箇
所
が
多
く
あ
り

ま
す
の
で
、
法
の
活
用
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
一
日
も
早
い
復
旧

と
復
興
に
は
、
地
元
企
業
の
協
力

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

除染モデル実証事業実施状況（役場庁舎前の池）
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問 町独自の帰還ロードマップを作れ

本格除染と同時に進める答
塚野 芳美 議員

問 

災
害
公
営
住
宅
建
設
に
は
町
民
の
意
見
を

答 
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
重
視

問答 問　
帰
還
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
せ
。

答　
町
長　

国
よ
り
提
示
さ
れ
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
除
染
事
業
の
み

で
あ
り
、
そ
の
他
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
等
を
含
め
た
復
興
に
関
す
る

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
及
び
補
償
等
の
提

示
が
な
い
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で

の
町
帰
還
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
提
示

で
き
な
い
状
況
で
す
。

問　
帰
還
に
係
る
町
民
と
の
調
整

は
。

答　
町
長　

津
波
に
よ
る
家
屋
流

出
で
住
ま
い
を
な
く
さ
れ
た
方
や

原
子
力
災
害
で
国
か
ら
示
さ
れ
る

新
た
な
避
難
指
示
区
域
に
伴
う
放

射
線
量
の
高
い
地
域
の
住
民
の
方

は
、
自
宅
へ
の
帰
還
が
困
難
な
こ

と
か
ら
、
新
た
に
住
宅
を
建
設
す

る
、
ま
た
は
既
存
住
宅
の
買
取
り

や
借
上
げ
な
ど
の
手
法
に
よ
り
災

害
公
営
住
宅
整
備
事
業
で
対
応
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
は
、
住

民
の
要
望
に
そ
っ
た
形
で
計
画
を

作
成
し
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
放

射
線
量
が
比
較
的
低
い
町
内
や
現

在
避
難
し
て
い
る
自
治
体
等
で
の

復
興
住
宅
建
設
を
も
視
野
に
入
れ

て
い
ま
す
。

問　
帰
還
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
国
に

任
せ
ず
、
町
が
先
行
し
て
町
民
に

示
さ
な
い
の
か
。

答　
町
長　

帰
還
は
、
医
療
や
教

育
、
治
安
、
雇
用
な
ど
複
数
要
素

が
整
備
さ
れ
て
帰
還
で
き
る
も
の

で
あ
り
、
全
て
に
お
い
て
本
格
除

染
と
同
時
に
整
備
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
対
象
住
民
の
方
々
へ
の

意
向
調
査
や
行
政
懇
談
会
等
に
よ

り
計
画
を
策
定
し
、
町
民
と
の
調

整
を
図
り
な
が
ら
早
急
な
事
業
の

実
施
に
努
め
ま
す
。

問　
教
育
や
雇
用
な
ど
の
諸
事
情

に
よ
り
、
す
ぐ
に
居
住
を
移
転
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
現
段
階
の

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
構
想
は
。

答　
町
長　

災
害
公
営
住
宅
は
、

い
わ
き
市
や
郡
山
市
、
町
内
で
線

量
が
低
い
地
域
に
建
設
す
る
よ
う

国
や
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
尊
重
し
、
家
屋
流
出
し
て
し

ま
っ
た
津
波
被
災
地
区
の
住
民
の

方
々
は
行
政
区
単
位
で
集
団
移
動

で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

町民の手で作られた復興ビジョン
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問 早急に内部被ばく検査を

町民を守るのは行政の使命答
宮本 皓一 議員

問　
全
町
民
を
対
象
と
し
た
内
部

被
ば
く
検
査
を
実
施
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

答　
町
長　

福
島
県
主
催
事
業

『
県
民
健
康
管
理
調
査
』に
お
い
て
、

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ

る
放
射
線
内
部
被
ば
く
検
査
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
県
が

指
定
す
る
受
検
日
数
で
は
全
町
民

を
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
段
階
的
に
年
齢
を
引
き
上

げ
な
が
ら
検
査
を
実
施
し
、
平
成

24
年
度
中
に
約
６
，０
０
０
人
の

検
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問　
健
康
不
安
の
解
消
を
す
る
た

め
、
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー

の
購
入
を
検
討
し
て
は
。

答　
町
長　

専
門
医
師
の
確
保
な

ど
諸
条
件
を
満
た
さ
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
が
、
町
民
の
健
康
管
理

と
安
全
安
心
を
提
供
す
る
こ
と
が

行
政
の
使
命
で
す
の
で
検
討
し
ま

す
。

問　
帰
還
困
難
地
域
と
津
波
流
出

地
域
の
集
団
移
転
に
向
け
た
復
興

住
宅
等
の
考
え
は
。

答　
町
長　

新
た
な
避
難
指
示
区

域
に
伴
う
住
宅
の
確
保
は
、
帰
還

困
難
地
域
等
の
規
模
や
町
の
復
興

計
画
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
検

討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
津
波
被
害
地
区
に
お
い

て
は
、
海
岸
堤
防
の
改
築
や
津
波

防
災
林
の
整
備
、
県
道
小
高
線
の

整
備
、
常
磐
線
の
復
旧
を
含
め
た

津
波
防
災
計
画
を
策
定
し
、
地
区

住
民
の
移
転
先
希
望
等
の
意
向
を

確
認
の
上
、
移
転
場
所
や
規
模
、

戸
建
又
は
集
団
住
宅
な
ど
を
含
め

地
域
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
復
興
計
画
と
整
合
性

を
図
り
、
住
民
の
意
向
に
沿
っ
た

計
画
を
早
急
に
整
備
し
ま
す
。

問　
町
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
の

金
額
と
使
途
は
。

答　
町
長　

義
援
金
は『
指
定
義

援
金
』と『
一
般
義
援
金
』の
２
つ

の
大
別
で
運
用
管
理
し
て
い
ま
す
。

『
指
定
義
援
金
』は
教
育
振
興
や

ペ
ッ
ト
飼
育
支
援
へ
、『
一
般
義

援
金
』は
国
・
県
か
ら
の
第
二
次

義
援
金
配
分
の
際
に
、
町
義
援
金

と
し
て
一
人
当
た
り
１
５
，０
０
０

円
を
充
当
し
ま
し
た
。
残
金
は
、

支
援
を
い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご
厚

意
を
無
に
せ
ぬ
よ
う
、
本
町
の
復

興
事
業
財
源
と
し
て
最
大
限
有
効

活
用
し
ま
す
。

問　
義
援
金
の
金
額
及
び
使
途
を

明
確
に
す
る
た
め
、
特
別
会
計
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答　
副
町
長　

義
援
金
を
出
納
室

管
理
の
下
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
動
向
を
見
据
え
て
検
討
し

ま
す
。

　

 

義
援
金
の

　

 

使
途
を
明
確
に

　

 

復
興
財
源

　

 

と
し
て
活
用

問答

問 

復
興
住
宅
の
考
え
は

答 

住
民
の
意
向
を
尊
重

問答

震災後の富岡漁港
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問 情報を分かりやすく速やかに

新たな手法で取り組む答
山本 育男 議員

問 
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
は

答 

受
入
体
制
作
り
を
準
備

問答 問　
情
報
発
信
の
手
段
と
し
て
貸

与
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
情
報
端
末
機

の
効
果
は
。

答　
町
長　

行
政
や
生
活
情
報
は
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
介
し

て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、
即
時

性
に
欠
け
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
な
ど
が
必
要
に
な
る
な
ど
課
題

が
あ
り
ま
す
。
解
決
策
の
一
つ
の

手
法
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
情
報
端

末
機
を
貸
与
し
、
町
情
報
の
検
索

や
町
か
ら
の
問
い
か
け
に
対
し
町

民
が
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

町
と
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
可
能
に
し
ま
す
。

　

町
か
ら
の
情
報
発
信
に
対
す
る

町
民
の
要
望
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
が
、
情
報
端
末
機
を
含
め
い
ろ

い
ろ
な
媒
体
を
活
用
し
、
き
め
細

か
く
対
応
し
ま
す
。

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
情
報
端
末
機
を

貸
し
出
す
に
あ
た
り
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ『
東
日
本
大
震
災
関
連
サ

イ
ト
』を
見
や
す
く
、
か
つ
使
い

や
す
い
よ
う
に
改
善
し
て
は
。

答　
町
長　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問　
震
災
以
降
、
精
力
的
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
方
々

『
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』を
ど
の
よ

う
に
受
け
入
れ
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
、
他
自
治
体
の
防
災
計
画
に

役
立
つ
よ
う
、
警
戒
区
域
内
視
察

を
計
画
し
て
は
。

答　
副
町
長　

警
戒
区
域
内
の
視

察
は
健
康
管
理
上
問
題
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
復
興
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り

を
検
討
し
ま
す
。

町
長　

復
興
に
向
け
て
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
多
種
の
業
種
が
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
受
付
窓
口
を
設
け
、

業
務
内
容
に
応
じ
て
対
応
で
き
る

よ
う
検
討
し
ま
す
。

問　
津
波
被
害
に
よ
る
瓦
礫
処
理

の
見
解
は
。

答　
町
長　

津
波
被
害
の
あ
っ
た

地
区
の
瓦
礫
処
理
は
行
方
不
明
者
・

遺
体
捜
索
活
動
と
併
せ
て
警
察
署
や

自
衛
隊
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
11
遺

体
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動

で
の
町
の
役
割
は
、
警
察
及
び
自
衛

隊
か
ら
撤
去
等
に
つ
い
て
連
絡
が

あ
っ
た
場
合
、
所
有
者
の
確
認
と
位

牌
等
の
拾
得
物
を
預
か
る
こ
と
が
主

で
し
た
が
、
所
有
者
に
対
す
る
連
絡

体
制
が
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
は
事

実
で
す
。
今
後
は
、
各
々
の
話
を
聞

き
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

は
、
震
災
以
降
更
新
を
し
て
い

な
い
富
岡
町
公
式
サ
イ
ト
と
震

災
後
に
開
設
し
た
震
災
関
連
サ

イ
ト
の
２
つ
が
存
在
し
ま
す
が
、

新
年
度
に
使
い
勝
手
が
よ
く
、

分
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
目
指
し
た
富
岡
町
公
式
サ
イ

ト
を
再
構
築
し
ま
す
。

問　
広
報
と
み
お
か
を
充
実
し

て
は
。

答　
町
長　

新
年
度
か
ら
は
震

災
前
の『
広
報
と
み
お
か
』を
、

災
害
情
報
を
含
め
て
再
開
す
る

予
定
で
あ
り
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
は
、
紙
面
を
通
じ
て

全
国
各
地
で
生
活
し
て
い
る
町

民
の
皆
さ
ん
や
関
係
者
の
方
々

か
ら
の
声
を
届
け
ま
す
。
ま
た
、

成
人
式
な
ど
記
念
と
な
る
事
業

や
情
報
に
つ
い
て
は
特
集
号
を

カ
ラ
ー
で
発
行
す
る
こ
と
も
検

討
し
ま
す
。

津波被害を受けた状況
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委
員
会
活
動
報
告

委
員
会
活
動
報
告

３
月
定
例
会
報
告
分

３
月
定
例
会
報
告
分

常
任
委
員
会

平
成
24
年
２
月
21
日
に
総
務
、
文
教
厚
生
、
産
業
建
設
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、「
事
務
事
業
の
執
行
状
況
」「
平
成
23
年
度
補

正
予
算（
案
）」「
平
成
24
年
度
当
初
予
算（
案
）」な
ど
の
調
査
を

行
な
い
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

平
成
24
年
２
月
27
日
に
開
催
し
、
３
月
定
例
会
の
日
程
及
び
提

出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

町
復
興
に
関
す
る
特
別
委
員
会

平
成
24
年
２
月
27
日
に
開
催
し
、
町
災
害
復
興
ビ
ジ
ョ
ン（
素

案
）や
復
興
の
た
め
の
意
向
調
査
結
果
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

平
成
24
年
４
月
23
日
に
開
催
し
、
と
み
お
か
議
会
だ
よ
り
第
１
７
０

号
の
最
終
校
正
を
行
な
い
ま
し
た
。

退退  

職職  

議議  

員員
町
議
員
と
し
て
長
き
に
わ
た
り
町
政
発
展
の

た
め
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
の

任
期
満
了
に
伴
い
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

議員歴通算　16年
猪狩　弘二　氏

議員歴通算　16年
渡辺　起代一　氏

議員歴通算　12年
中野　正幸　氏

議員歴通算　28年
関　　友幸　氏

議員歴通算　12年
渡辺　　晁　氏

議員歴通算　28年
猪狩　利衛　氏

議員歴通算　16年
堀川　一也　氏

長
い
間
、

長
い
間
、

　

あ
り
が
と
う

　

あ
り
が
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ぎかいレポート
全国町村議会議長会自治功労表彰全国町村議会議長会自治功労表彰全国町村議会議長会自治功労表彰
Gikai Report ぎかいレポート

　平成24年２月９日に開催された全国町村議会議長会定期総会において、地方自治の振興発展に寄与・
貢献された功績により、次の方々が自治功労表彰を受賞されました。
　この栄誉をたたえ、３月定例会初日の冒頭に猪狩議長から伝達され、議会において祝意を表しました。

15年以上在職自治功労表彰受賞

27年以上在職自治功労表彰受賞

猪狩　利衛　議員

渡辺　起代一　議員

猪狩　弘二　議員

三瓶　一郎　議員

塚野　芳美　議員

堀川　一也　議員

関　　友幸　議員

渡辺　三男　議員

受　賞受　賞
おめでとうおめでとう
ございます。ございます。
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全
員
協
議
会
を
開
催

全
員
協
議
会
を
開
催

平
成
平
成
2424
年
２
月

年
２
月
2020
日
に
開
催
し
、
国
に
よ
る
除

日
に
開
催
し
、
国
に
よ
る
除

染
モ
デ
ル
の
結
果
や
本
町
災
害
対
策
業
務
の
執

染
モ
デ
ル
の
結
果
や
本
町
災
害
対
策
業
務
の
執

行
状
況
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
環
境
省
及
び
町

行
状
況
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
環
境
省
及
び
町

よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
内
容
の
い
く

　

こ
こ
で
は
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
内
容
の
い
く

つ
か
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

つ
か
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
除
染
モ
デ
ル
実
証
事
業

を
評
価
し
本
格
除
染
を
実
施
し

ま
す
。

問　
損
壊
し
た
家
屋
の
除
染

は
行
な
う
の
か
。

答　
環
境
省　
損
壊
状
況
に
よ

り
除
染
手
法
が
異
な
る
た
め
、
所
有

者
と
協
議
し
作
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

問　
森
林
の
除
染
方
法
は
。

答　
環
境
省　

樹
木
の
枝
打

ち
や
枯
れ
葉
の
除
去
を
行
な
い

ま
す
が
、
真
に
除
染
を
考
慮
す

る
と
除
去
す
る
こ
と
も
検
討
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

問　
除
染
モ
デ
ル
実
証
事
業

は
ど
の
よ
う
な
手
法
で
行
な
っ

て
い
る
の
か
。

答　
内
閣
府　

放
射
性
物
質

が
付
着
し
た
材
質
や
地
形
な
ど

に
よ
り
汚
染
状
況
が
変
わ
り
ま

す
の
で
、
剥は

く

離り

剤ざ
い

や
高
圧
洗
浄
、

ワ
イ
ヤ
ー
ブ
ラ
シ
に
よ
る
研
磨

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
試
し
、

よ
り
効
果
的
な
除
染
の
方
法
を

検
証
し
て
い
ま
す
。

問　
屋
外
だ
け
除
染
し
て
も
、

屋
内
の
放
射
線
量
が
下
が
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。

答　
内
閣
府　

屋
外
だ
け
除

染
し
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う

森
林
や
家
屋
の
除
染
方
法
は

対象 方法 除染前 除染後 低減率（％） 評価等

宅
地

屋根 ブラシ洗浄
表面線量率(1cm) 8.15 μSv/h 6.44 μSv/h 21 ・屋根を湿潤状態にしてブラシでこすり水を流す方

法で除染を行ったが、瓦の材質によっては、汚染
部位を除去することが困難であった。表面汚染密度 14,000 cpm 7,480 cpm 47

雨どい 高圧水洗浄
空間線量率(1m) 6.07 μSv/h 3.87 μSv/h 36 

・縦樋を高圧水洗浄することにより、表面汚染密度
及び表面線量率は半分程度に減少した。表面線量率(1cm) 11.24 μSv/h 5.92 μSv/h 47 

表面汚染密度 10,780 cpm 4,870 cpm 55

壁 拭き取り
表面線量率(1cm) 3.75 μSv/h 1.98 μSv/h 47  ・ウエスを用いて水拭きすることにより空間線量率  

   は半分程度に減少し、表面汚染密度も低減するが、
   ウエスなどの廃棄物が大量に生じる。 
・吹付仕上げの壁などは、拭き取りによる除染が困
　難な場合もある。 表面汚染密度 2,250 cpm 960 cpm 57

コンクリート 
土間

高圧水洗浄 

空間線量率(1m) 6.91 μSv/h 3.69 μSv/h 47 ・空間線量率は半分程度に減少した。 
・表面線量率及び表面汚染密度の低減効果が認められた。
・高圧水洗浄のみで高い低減効果が確認できる箇所は
限定的であった。

表面線量率(1cm) 9.71 μSv/h 2.41 μSv/h 75
表面汚染密度 13,700 cpm 3,020 cpm 78

高圧水洗浄、
ブラシ洗浄、
表面研磨機

空間線量率(1m) 5.89 μSv/h 2.96 μSv/h 50 ・高圧水洗浄、ブラシ洗浄の後、集じん機能付きの表
面研磨機にて表面の削り取りを実施。 

・空間線量率は半分程度に減少した。 
・表面線量率及び表面汚染密度の低減効果が認められた。

表面線量率(1cm) 5.84 μSv/h 2.32 μSv/h 60
表面汚染密度 7,780 cpm 1,870 cpm 76

ショットブラスト
空間線量率(1m) 6.44 μSv/h 3.14 μSv/h 51 ・ショットブラスト（小鉄球を除染対象の表面に噴射する

方法）、端部は表面研磨機にて表面の削り取りを実施。 
・空間線量率は半分程度に減少した。 
・表面線量率及び表面汚染密度の低減効果が認められた。

表面線量率(1cm) 9.84 μSv/h 2.52 μSv/h 74
表面汚染密度 15,280 cpm 1,640 cpm 89

庭 表土剥ぎ取り
空間線量率(1m) 7.43 μSv/h 3.64 μSv/h 51 ・草刈り後にバックホウ又は人力にて表土剥ぎ取り

を実施。 
・空間線量率は半分程度に減少した。 
・表面線量率及び表面汚染密度の低減効果が認められた。

表面線量率(1cm) 11.30 μSv/h 4.56 μSv/h 60
表面汚染密度 9,090 cpm 3,590 cpm 61

大
型
建
物

 宿泊棟屋上 高圧水洗浄
空間線量率(1m) 3.62 μSv/h 1.93 μSv/h 47 ・空間線量率は半分程度に減少した。 

・表面線量率及び表面汚染密度の低減効果が認めら
れた。

表面線量率(1cm) 3.77 μSv/h 1.55 μSv/h 59
表面汚染密度 8,874 cpm 1,500 cpm 83

壁 高圧水洗浄
表面線量率(1cm) 4.41 μSv/h 4.34 μSv/h 2 ・壁面の表面汚染密度は除染前の時点で低かったため、

顕著な低減効果は認められなかった。表面汚染密度 700 cpm 533 cpm 24

公
園

森林

落葉除去、 下草刈り、 
枝葉等除去、
表土剥ぎ取り、 
高圧水洗浄

空間線量率(1m) 10.21  μSv/h 4.03 μSv/h 61 ・中低木に対して枝葉等除去、高木の幹に対して高
圧水洗浄を実施。 
・表土剥ぎ取りは人力（高木の周辺）またはバックホ
ウ（全体）により実施。 
・空間線量率、表面線量率及び表面汚染密度の低減
効果が認められた。

表面線量率(1cm) 13.68 μSv/h 4.49 μSv/h 67

表面汚染密度 8,781 cpm 2,480 cpm 72 

グラウンド 切削機による 
表土剥ぎ取り

空間線量率(1m) 10.24 μSv/h 3.51 μSv/h 66 ・切削機を用いて広範囲の表土剥ぎ取りを効率良く
実施（切削機が使用できない端部はバックホウまた
は人力により実施）。 

・空間線量率、表面線量率及び表面汚染密度の低減
効果が認められた。 

表面線量率(1cm) 12.90 μSv/h 2.48 μSv/h 81

表面汚染密度 7,078 cpm 1,203 cpm 83 

注）上記各データは、測定点で得られた測定値をそのまま平均したものです。

除染モデル実証事業結果除染モデル実証事業結果（測定日：2012年1月9日～2月22日）
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屋
根
の
張
替
え
や
道
路
の
切
削
、

農
地
の
盛
土
な
ど
も
必
要
と
な

り
ま
す
。

問　
除
染
効
果
が
現
れ
な
い
こ
と

に
は
帰
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
。

答　
内
閣
府　

除
染
モ
デ
ル

実
証
事
業
を
分
析
し
本
格
除
染

を
取
り
組
み
ま
す
。

環
境
省　

町
全
体
の
広
が
り
を

問　
大
玉
村
仮
設
住
宅
の
一

部
を
移
築
す
る
の
か
。
ま
た
そ

の
移
築
先
は
。

答　
住
宅
支
援
班
長　

福
島

県
全
体
の
仮
設
住
宅
移
築
方
針

が
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
町

は
移
築
す
る
よ
う
県
に
要
望
し

て
い
ま
す
。

問　
仮
設
住
宅
に
実
際
住
ん
で

い
な
い
町
民
も
い
る
と
聞
く
。
待

機
者
も
い
る
こ
と
か
ら
速
や
か
に

鍵
の
返
却
を
求
め
な
い
の
か
。

答　
い
わ
き
出
張
所
長　

仮

設
住
宅
を
居
住
地
と
し
て
い
な

い
所
有
者
に
事
情
を
確
認
し
、

返
却
を
求
め
ま
し
た
。

問　
家
屋
調
査
の
進
捗
状
況
は
。

答　
税
務
班
長　

事
業
所
を

除
く
町
内
全
家
屋
が
調
査
の
対

象
で
あ
り
、
現
在
、
３
，５
７
５
棟

の
調
査
が
完
了
し
ま
し
た
。
な

お
、
今
回
の
調
査
は
外
観
の
み

の
調
査
で
あ
り
、
全
壊
・
大
規

模
半
壊
・
半
壊
・
一
部
損
壊
の

判
定
を
し
ま
す
。

問　
家
畜
に
よ
る
被
害
防
止
策

を
早
急
に
取
り
組
ま
な
い
の
か
。

答　
雇
用
対
策
班
長　

町
内

に
放
た
れ
た
家
畜
は
随
時
国
・
県

の
獣
医
に
よ
り
処
分
を
し
て
い
ま

す
が
、
野
生
化
し
た
家
畜
を
捕
獲

す
る
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
の
で

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

災
害
対
策
業
務
は

持
っ
た
除
染
を
行
な
う
よ
う
に

努
め
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

仮
置
き
場
を
早
急
に
決
定
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
選
定

地
を
官
地
・
民
地
問
わ
ず
検
討

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

対象 方法 除染前 除染後 低減率（％） 評価等

道
路

 リフレ富岡前道路
（密粒度舗装）

排水性舗装 
機能回復車

空間線量率(1m)  7.08 μSv/h 4.53 μSv/h 36
・キャビテーションジェット噴射を使用して3回
洗浄を実施。 
・表面汚染密度低減の効果は認められなかった。 
・路面状態（歪曲、損耗）によっては機能回復車と路
面の間隔が開き十分な洗浄ができなかった。

表面線量率(1cm) 8.91μSv/h 4.67 μSv/h 48 
表面汚染密度 15,000 cpm 11,020 cpm 27 

夜の森北１丁目
宅地西側道路 
(排水性舗装) 

排水性舗装
機能回復車

空間線量率(1m) 8.71μSv/h 5.81μSv/h 33
表面線量率(1cm) 12.41μSv/h 8.45μSv/h 32 
表面汚染密度 12,630 cpm 12,640  cpm ̶ 

夜の森公園北側道路 
（密粒度舗装） ショットブラスト

空間線量率(1m) 8.56 μSv/h 3.81 μSv/h 55 ・排水性舗装機能回復車を用いた除染よりも空間線
量率、 表面線量率及び表面汚染密度の低減に高い
効果が認められた。 

表面線量率(1cm) 10.59 μSv/h 3.50 μSv/h 67 
表面汚染密度 14,540 cpm 5,740 cpm 61

街
路
樹

樹　木
（桜の木表面） 

水洗浄、
ブラシ洗浄

表面線量率(1cm) 7.69 μSv/h 5.95 μSv/h 23
・樹木の表面の状況は個々に異なり除染効果に大きなば
らつきがあった。 
・幹表面のコケは汚染度が高い傾向にあるためコケを除
去することが重要である。 
・樹木周囲の表土剥ぎ取りにより表面線量率は半分程度
に減少し、また、表面汚染密度の低減効果が認められた。

表面汚染密度 2,770 cpm 1,539 cpm 44

樹　木
（桜の木周囲） 表土剥ぎ取り

空間線量率(1m) 9.97 μSv/h 7.69 μSv/h 23
表面線量率(1cm) 12.74 μSv/h 6.39 μSv/h 50
表面汚染密度 3,627 cpm 1,477 cpm 59

校
舎

屋　上
（多目的ホール）

水洗浄、 
ポリッシャー洗浄 

空間線量率(1m) 2.22  μSv/h 1.69 μSv/h 24 
・表面線量率及び表面汚染密度の低減効果が認めら
　れた。表面線量率(1cm) 11.60 μSv/h 2.93 μSv/h 75

表面汚染密度 21,229 cpm 4,006 cpm 81

雨樋 高圧水洗浄
空間線量率(1m) 4.47 μSv/h 1.98 μSv/h 56 ・縦樋の高圧水洗浄を実施。 

・空間線量率の低減効果が認められた。 
・表面線量率と表面汚染密度の低減効果は認められな
　かった。

表面線量率(1cm) 10.47 μSv/h 10.52 μSv/h ̶ 
表面汚染密度 11,970 cpm 10,625 cpm 11

側溝 堆積物除去、 
高圧水洗浄 

空間線量率(1m) 6.78 μSv/h 2.84 μSv/h 58 
・空間線量率の低減効果が認められた。 
・表面汚染密度は半分程度に減少した。表面線量率(1cm) 57.21 μSv/h 47.12 μSv/h 18 

表面汚染密度 17,529 cpm 9,317 cpm 47

体
育
館

 雨樋 高圧水洗浄
空間線量率(1m) 4.11 μSv/h 1.49 μSv/h 64 ・縦樋の高圧水洗浄を実施。 

・空間線量率、表面線量率及び表面汚染密度の低減
　効果が認められた。

表面線量率(1cm) 14.47 μSv/h 5.37 μSv/h 63
表面汚染密度 25,704 cpm 8,000 cpm 69 

側溝 堆積物除去、 
高圧水洗浄 

空間線量率(1m) 7.28 μSv/h 1.94 μSv/h 73 
・空間線量率及び表面線量率の低減効果が認められた。表面線量率(1cm) 14.88 μSv/h 3.33 μSv/h 78

表面汚染密度 9,822 cpm 5,775 cpm 41 

プ
ー
ル

プール（底面） 高圧水洗浄＋
水切りワイパー

空間線量率(1m)  1.98 μSv/h 0.74 μSv/h 63
・空間線量率及び表面線量率の低減効果が認められた。 
・表面汚染密度については大きな低減効果が認められた。表面線量率(1cm) 1.92 μSv/h 0.61 μSv/h 68

表面汚染密度 8,400 cpm 250 cpm 97

プールサイド 高圧水洗浄＋ 
水切りワイパー

空間線量率(1m) 2.69 μSv/h 1.80 μSv/h 33 
・表面線量率の低減効果が認められた。 
・表面汚染密度については大きな低減効果が認められた。表面線量率(1cm) 6.91 μSv/h 1.71 μSv/h 75

表面汚染密度 25,100 cpm 2,386 cpm 90 

グラウンド・ 
テニスコート

 切削機等による 
表土の剥ぎ取り

空間線量率(1m) 4.78 μSv/h 1.61 μSv/h 66 ・切削機を用いて広範囲の表土剥ぎ取りを効率良く実施（切削
　機が使用できない端部はバックホウまたは人力により実施）。 
・空間線量率及び表面線量率の低減効果が認められた。
・表面汚染密度については大きな低減効果が認められた。

表面線量率(1cm) 6.26 μSv/h 1.11 μSv/h 82
表面汚染密度 4,446 cpm 365 cpm 92

注）上記各データは、測定点で得られた測定値をそのまま平均したものです。
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　本町議会では避難生活の改善と早期復旧復興のため、国や東京電力に強く要望活動を行なうと
ともに、町に災害支援策について提言しました。ここでは、実現にいたった項目を報告いたします。

　財物賠償基準の早期提示や原発事故に起因する精神的損害及び生活補償の長期補償など多くの要望事
項が未だ実現していませんが、町民一人ひとりが安心して生活できるよう、そして、元の生活に戻るよ
う、今後とも町民の皆さまの声を継続して国政へ訴え続けますので、ご支援・ご協力の程、よろしくお
願いいたします。
 富　岡　町　議　会

■
発
行
／
富
岡
町
議
会　
　

■
編
集
／
富
岡
町
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会　
　

富
岡
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ﹇
災
害
版
﹈　http://w

w
w
.tom

ioka-tow
n.jp/ 

■
印
刷
／
㈱
日
進
堂
印
刷
所

発

行

責

任

者

議

長

宮

本

皓

一

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

高

野　

泰

宇
佐
神
幸
一

早

川

恒

久

遠

藤

一

善

安

藤

正

純

山

本

育

男

　

こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
、
新
メ

ン
バ
ー（
古
株
２
人
）で
編
集
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
早
く
・
見
や
す
く
・
親
し
ま

れ
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
町
民
の
皆

さ
ん
に
、
議
会
報
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
づ
く
り
は
、
人
づ
く
り
で
す
。

逆
境
を
バ
ネ
に
し
て
一
日
一
日
を

大
切
に
、
共
に
前
進
し
ま
し
ょ
う
。

 

（
高
野　

泰
）

編編
集集
後後
記記

みなさまの声をお聞かせ下さい。
　編集委員会では、議会に対する町民の声を議会だよりに掲載したいと考えて
おります。議会傍聴時の感想等なんでも結構ですのでお声をお寄せ下さい。
　富岡町議会事務局が富岡町郡山事務所内の２階に移転しました。

この印刷物は、ＦＳＣ®の基準
に従って認証され、適切に管理
された森からの木材を含んだ用
紙を使用して印刷しています。

富岡町公式
ホームページ
［ 災 害 版 ］

ー 皆さまの声をしっかり伝えます ー 皆さまの声をしっかり伝えます ーー

○警戒区域への一時帰宅の許可及び許可条件の緩和
○一時金の早期支給
○応急仮設住宅の早期建設並びに民間借上げ住宅の促進
○民間借上げ住宅の入居緩和
○きめ細やかな環境モニタリングの実施と情報の公開
○インフラ整備に関する調査
○損害賠償請求に関する資料の改善及び説明会の開催
○９月以降の精神的損害補償額の見直し
○迅速かつ正確な情報の提供
○破損した屋根瓦の応急処置

○津波による被災者へ見舞金を支給
○義援金の早期支給
○子どもの教育に対する支援策

国
及
び
東
京
電
力

町 
災 

害

対
策
本
部

これが実現!!

平成23年４月12日　国家戦略大臣　玄葉光一郎 氏（当時）　他
平成23年７月８日　原発事故担当相　細野豪志 氏（当時）　他
　　　　　　　　　東京電力㈱社長　西沢俊夫 氏
平成23年11月２日　内閣総理大臣　野田佳彦 氏　他
平成24年２月17日　復興大臣　平野達男 氏　他
　　　　　　　　　東京電力㈱社長　西沢俊夫 氏

主な要望活動


